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ソフトウェア開発の
エクセレントカンパニー

伊勢丹 東海銀行 七間町通り
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佐川博（84期）・佐川里美（88期）
雅子（119期）・朋子（123期）

TEL 054－252－1818

㈱ラフィーネサガワ

ブライダル コレクション

俄 美しいフィルムとデザインで和の心を表現 輪 チタン素材で付け心地抜群

宝石・時計・メガネ・金地金販売

同窓生とご家族の皆様には
特別ご優待させていただきます。

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

四
月
か
ら
本
校
に
お
世
話
に
な
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
実
に
一
四

年
ぶ
り
の
学
校
勤
務
と
い
う
不
安

と
同
時
に
、
母
校
に
勤
務
で
き
る

と
い
う
喜
び
を
胸
に
秘
め
、
赴
任

し
て
参
り
ま
し
た
。

卒
業
以
来
二
五
年
が
経
過
し
た

母
校
に
は
恩
師
た
ち
の
姿
こ
そ
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ア
ル
バ
ム

に
あ
る
部
活
動
の
仲
間
と
撮
っ
た

写
真
の
背
景
と
同
じ
よ
う
に
、
正

門
横
の
桜
が
満
開
の
状
態
で
赴
任

の
日
に
出
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。門

を
く
ぐ
る
と
同
時
に
、「
雨
漏

満
開
の
桜
の
花
に
優
し
く
迎
え

ら
れ
、
四
月
一
日
、
科
技
高
よ
り

本
校
へ
と
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

四
月
六
日
の
入
学
式
、
思
え
ば

約
二
〇
年
前
に
私
も
静
高
生
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
在
学
中

の
記
憶
と
い
え
ば
バ
ス
ケ
ッ
ト
が

九
割
を
占
め
、
あ
と
は
大
学
受
験

へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
し
ょ
う

か
。卒

業
以
来
、
静
高
校
歌
を
歌
う

場
に
教
師
と
し
て
立
つ
自
分
。
前

奏
が
奏
で
ら
れ
た
瞬
間
、
鳥
肌
が

立
ち
ま
し
た
。
途
中
か
ら
声
が
詰

ま
り
ま
し
た
。「
理
想
は
高
し
富
士

の
山
」。こ
の
言
葉
は
私
の
宝
で
す
。

り
の
す
る
旧
校
舎
で
の
授
業
」「
病

気
で
学
校
を
休
ん
だ
日
で
も
練
習

に
参
加
し
た
仮
装
」「
情
熱
を
傾
け

真
っ
白
な
桜
吹
雪
を
ぼ
ん
や
り
と

眺
め
る
う
ち
に
、
前
任
校
の
生
徒

達
と
の
辛
い
別
れ
に
波
立
っ
て
い

た
胸
も
少
し
ず
つ
落
ち
着
き
を
取

り
戻
し
、
気
づ
け
ば
自
分
の
高
校

時
代
へ
と
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し

た
。私

は
一
つ
上
の
代
の
方
々
と
共

に
、
旧
・
仮
・
新
（
現
）
校
舎
の

三
校
舎
を
学
び
舎
と
す
る
、
貴
重

な
体
験
が
出
来
た
代
で
す
。
薄
暗

い
な
が
ら
も
レ
ト
ロ
な
照
明
が
印

象
的
だ
っ
た
旧
校
舎
、
気
温
・
騒

音
等
な
か
な
か
苛
酷
な
環
境
だ
っ

た
プ
レ
ハ
ブ
仮
校
舎
、
綺
麗
だ
け

れ
ど
ピ
ン
ク
の
配
色
に
驚
い
た
現

た
マ
ン
ド
リ
ン
部
で
の
活
動
」
な

ど
、
懐
か
し
い
思
い
出
が
一
気
に

蘇
っ
て
き
ま
し
た
。

私
自
身
は
、
静
高
が
目
指
す
「
新

し
い
時
代
を
切
り
開
い
て
い
く
リ

ー
ダ
ー
育
成
」
と
い
う
趣
旨
か
ら

は
少
し
外
れ
た
大
人
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
今
置
か
れ
て
い

る
職
を
通
じ
て
、
未
来
あ
る
静
高

生
と
母
校
の
発
展
の
た
め
、
さ
ら

に
は
県
全
体
の
教
育
の
推
進
と
充

実
に
微
力
な
が
ら
も
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
100
期

金
嶋
克
年
）

校
舎
…
そ
れ
ぞ
れ
に
深
い
思
い
出

が
沢
山
あ
り
ま
す
。

年
月
は
流
れ
、
あ
れ
ほ
ど
美
し

か
っ
た
校
舎
も
、
今
で
は
そ
こ
か

し
こ
に
傷
み
も
見
え
て
い
ま
す
が
、

懐
か
し
い
場
所
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
心

新
た
に
、
可
愛
い
後
輩
（
生
徒
）

が
実
り
多
き
高
校
生
活
を
過
ご
す

こ
と
の
出
来
る
よ
う
、
全
力
で
支

え
て
い
く
所
存
で
お
り
ま
す
。
皆

様
に
は
ど
う
ぞ
御
指
導
御
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
106
期

藤
田
鈴
子
）

「
清
き
は
我
ら
の
心
な
り
」。
こ
の

言
葉
は
私
の
心
の
支
え
で
す
。
最

高
の
校
歌
で
す
。
最
高
の
学
校
で

す
。子

ど
も
た
ち
が
輝
き
、
皆
様
に

愛
さ
れ
る
学
校
を
目
指
し
、
今
ま

で
で
き
な
か
っ
た
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
へ
の
恩
返
し
が
で
き
る
よ

う
精
進
い
た
し
ま
す
。
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。（

109
期

今
井

均
）

静
高
在
学
中
の
思
い
出
深
い
出

来
事
は
。「
色
々
あ
り
ま
す
が
、
や

は
り
高
三
時
の
仮
装
行
列
で
す
ね
。

我
々
31
Ｈ
Ｒ
は
男
子
組
で
華
や
か

さ
は
無
い
も
の
の
、
坂
田
君
と
い

う
類
ま
れ
な
セ
ン
ス
の
持
ち
主
が

い
て
、
彼
の
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア

で
新
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
展

開
し
ま
し
た
。
当
時
ダ
ン
ス
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
的
な
仮
装
行
列
が
は
や

り
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

う
ち
の
ク
ラ
ス
は
五
段
×
九
人
で

並
び
、
黒
装
束
に
白
手
袋
の
手
の

動
き
か
ら
、
最
後
は
傘
を
使
っ
た

動
き
ま
で
様
々
な
模
様
を
演
出
し
、

観
客
を
あ
っ
と
言
わ
せ
て
優
勝
し

ま
し
た
。
当
時
は
、
仮
装
行
列
を

ア
ー
ト
に
変
え
た
と
絶
賛
で
し
た
。

ま
あ
、
ご
く
一
部
に
お
い
て
で
す

が
（
笑
）。
そ
れ
と
や
は
り
昭
和
五

五
年
の
甲
子
園
出
場
で
野
球
部
を

応
援
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。
炎
天

下
の
応
援
練
習
は
結
構
大
変
で
し

た
が
、
卒
業
し
て
み
る
と
甲
子
園

に
行
け
る
高
校
な
ん
て
全
国
滅
多

に
な
く
、誇
ら
し
い
思
い
出
で
す
。

県
外
で
静
高
出
身
と
言
う
と
、
野

球
の
名
門
校
と
し
て
記
憶
さ
れ
て

い
る
方
が
か
な
り
多
い
で
す
ね
。

四
月
二
日
（
木
）
静
岡
市
民
文

化
会
館
中
ホ
ー
ル
に
お
い
て
本
校

吹
奏
楽
部
第
三
一
回
演
奏
会
が
開

催
さ
れ
、
約
三
○
人
の
部
員
が
一

丸
と
な
り
ホ
ー
ル
一
杯
に
迫
力
の

あ
る
サ
ウ
ン
ド
を
響
か
せ
た
。
主

東
京
で
Ｏ
Ｂ
何
名
か
が
集
ま
っ
て

飲
む
と
、
甲
子
園
の
話
題
が
一
番

盛
り
上
が
り
ま
す
。
現
役
の
方
は

悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
し
っ
か
り

応
援
さ
れ
る
こ
と
を
お
薦
め
し
ま

す
。」全国

各
地
で
仕
事
を
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
外
か
ら
見
た
静
岡
の
印

象
は
。「
県
外
か
ら
見
る
と
、
静
岡

が
恵
ま
れ
た
土
地
だ
と
実
感
し
ま

す
。
例
え
ば
静
岡
で
は
新
幹
線
も

東
名
、
第
二
東
名
も
当
然
の
よ
う

に
整
備
さ
れ
ま
す
が
、
九
州
の
東

側
、
北
九
州
市
か
ら
宮
崎
県
へ
と

抜
け
る
東
九
州
自
動
車
道
は
未
だ

に
計
画
路
線
の
二
割
程
度
し
か
で

き
て
い
ま
せ
ん
し
、
日
豊
本
線
も

悲
願
の
高
速
化
は
遅
々
と
し
て
進

み
ま
せ
ん
。静
岡
は
産
業
が
あ
り
、

海
の
幸
も
山
の
幸
も
豊
富
で
気
候

も
温
暖
。
羨
望
の
眼
差
し
さ
え
受

け
ま
す
。
厳
し
い
時
代
で
地
域
間

競
争
も
激
し
い
で
す
が
、
こ
の
地

な
演
奏
曲
目
は
「
第
六
の
幸
福
を

も
た
ら
す
宿
」（
М
・
ア
ー
ノ
ル
ド

作
曲
・
瀬
尾
宗
利
編
曲
）、「
篤
姫

メ
イ
ン
テ
ー
マ
」（
吉
俣
良
作
曲
）、

組
曲
「
道
化
師
」
よ
り
（
Ｄ．

カ

バ
レ
フ
ス
キ
ー
作
曲
・
天
野
正
道

編
曲
）
等
。
ま
た
第
二
部
で
は
プ

ロ
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
を
招
き
、

ハ
イ
ド
ン
作
曲
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

協
奏
曲
を
演
奏
し
た
。
吹
奏
楽
部

は
昨
年
夏
、
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

力
を
活
か
せ
ば
他
の
追
随
を
許
さ

な
い
発
展
が
可
能
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。」

久
し
ぶ
り
の
静
岡
で
驚
い
た
こ

と
は
。「
驚
い
た
と
い
う
か
、〝
ま

ち
〞
が
元
気
な
こ
と
に
感
動
し
ま

し
た
。
こ
れ
で
も
だ
い
ぶ
人
通
り

が
減
っ
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

呉
服
町
や
御
幸
町
界
隈
の
賑
わ
い

は
相
当
な
も
の
で
す
。
全
国
各
地

で
中
心
市
街
地
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
通

り
ば
か
り
見
て
き
た
の
で
、
元
気

な
ま
ち
は
宝
物
の
よ
う
に
思
い
ま

す
。」総務

部
長
と
し
て
の
抱
負
は
。

「
地
方
分
権
改
革
や
道
州
制
構
想

の
動
き
が
あ
る
一
方
、
静
岡
県
内

の
市
町
村
合
併
が
進
み
、
県
行
政

は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
と
感
じ

ま
す
。
経
済
環
境
も
財
政
事
情
も

厳
し
い
中
で
す
が
、
将
来
と
生
活

面
を
見
据
え
つ
つ
、
必
要
な
施
策

は
適
時
適
切
に
打
ち
出
す
必
要
が

中
部
大
会
で
金
賞
を
受
賞
し
、
県

大
会
出
場
、
ま
た
冬
に
行
わ
れ
た

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
も

県
大
会
出
場
を
果
た
し
て
い
る
。

本
校
マ
ン
ド
リ
ン
部
に
よ
る
演

奏
会
が
三
月
三
一
日
（
火
）
静
岡

音
楽
館
Ａ
Ｏ
Ｉ
で
開
催
さ
れ
た
。

主
な
演
奏
曲
目
は
、
マ
ン
ド
リ
ン

合
奏
曲
で
人
気
の「
降
誕
祭
の
夜
」

「
杜
の
鼓
動
」
な
ど
、
ま
た
第
二

部
で
は
Ｏ
Ｂ
も
参
加
し
、「
知
覚

と
快
楽
の
螺
旋
」「
ジ
ブ
リ
メ
ド

レ
ー
」
な
ど
親
し
み
や
す
い
曲
が

演
奏
さ
れ
た
。

一
六
人
と
い
う
少
人
数
で
あ
る

が
、
一
人
々
々
の
表
現
力
が
豊
か

で
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
力
強
い

演
奏
で
あ
っ
た
。
マ
ン
ド
リ
ン
部

は
昨
年
度
、
大
阪
で
開
催
さ
れ
た

全
国
高
校
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
三
年

連
続
で
出
場
し
大
阪
市
長
賞
を
受

賞
し
た
。
本
年
度
は
全
国
高
校
総

合
文
化
祭
器
楽
管
弦
楽
部
門
に
出

場
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

あ
り
ま
す
。
県
行
政
の
下
支
え
が

役
目
な
の
で
、
地
道
に
こ
れ
ま
で

の
仕
事
の
経
験
な
ど
を
活
か
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
ま

す
。」最後

に
現
役
の
静
高
生
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
。「
静
高
出
身
と
い
う

こ
と
で
助
け
ら
れ
る
場
面
が
県
外

の
仕
事
で
も
か
な
り
あ
り
ま
し
た
。

多
彩
な
卒
業
生
に
脈
々
と
続
く
愛

校
心
は
大
き
な
財
産
だ
と
思
い
ま

す
。
静
高
生
で
あ
る
こ
と
に
誇
り

を
持
っ
て
、
何
事
に
も
頑
張
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」

大
村
慎
一
氏
の
略
歴

98
期
（
昭

和
五
八
年
）
卒
業
。
東
大
、
昭
和

六
二
年
総
務
省
（
旧
自
治
省
）
入

省
。
四
月
一
日
付
で
総
務
省
自
治

税
務
局
税
務
管
理
官
か
ら
静
岡
県

総
務
部
長
に
就
任
。
札
幌
市
、
岐

阜
県
、
北
九
州
市
、
総
務
省
財
政

局
財
政
課
、
調
整
課
、
税
務
局
都

道
府
県
税
課
、大
臣
官
房
企
画
課
、

広
報
室
、
総
理
官
邸
官
房
副
長
官

秘
書
官
な
ど
勤
務
。
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本
年
度
の
人
事
異
動
で
、
静
岡
高
出
身
の
三
教
諭
が
母
校
に
着
任
し
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
抱
負
や
感

慨
を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。
＝
一
面
参
照

四
月
一
日
付
で
静
岡
県
総
務
部
長
に
就
任
し
た
大
村
慎
一
氏
（
98
期
）

に
在
学
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
今
後
の
抱
負
等
を
聞
い
た
。

迫力満点のサウンドで聴衆を魅了した静高吹奏楽部＝静岡市民文化会館

確かな技術力を示した静高マンドリン部
＝静岡音楽館AOI

愛
校
心
は
大
き
な
財
産

表
現
力
も
豊
か
に
定
期
演
奏
会

静
高
マ
ン
ド
リ
ン
部
第
36
回

静
高
吹
奏
楽
部
第
31
回

声が詰まった
入学式の校歌
今井教諭（109期）

卒業以来25年
思い出が蘇る
金嶋教諭（100期）

可愛い後輩の
心身の支えに
藤田教諭（106期）

母
校
に
赴
任
し
て

静
岡
県
総
務
部
長
に

大
村
慎
一
氏
（
98
期
）

静
岡
県
総
務
部
長
に

大
村
慎
一
氏
（
98
期
）

静
岡
県
総
務
部
長
に

大
村
慎
一
氏
（
98
期
）

静
岡
県
総
務
部
長
に

大
村
慎
一
氏
（
98
期
）

静
岡
県
総
務
部
長
に

大
村
慎
一
氏
（
98
期
）

静
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